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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30 年 4 月 11 日に公表いたしました平成 30 年 8 月期（平成 29

年 9 月 1 日 ～ 平成 30 年 8 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．平成 30 年 8 月期 連結業績予想の修正 

(1) 通期（平成 29 年 9月 1日～平成 30 年 8 月 31 日） 

    （単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり当期純利益 

前回予想（A） 27,900 90 80 10 

円 銭

0.72 

今回修正（B) 27,388 △545 △589 △591 △42.62 

増減額（B-A) △512 △635 △669 △601 － 

増減率（％） △1.8 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 8月期） 
29,919 89 128 24 1.45 

 

(2) 修正理由 

売上高につきましては、6 月に関西地方で発生した地震及び 7 月に発生した西日本豪雨をはじ

めとする天候不順の影響を受け、また、定期刊行雑誌を中心に売上減少が続いており、事業構造

改革の一環として行ってきたスクラップアンドビルドによる閉店を前倒しで実行した影響により、

計画を下回りました。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前述したスクラッ

プアンドビルドによる不採算店の閉店を当初 4店舗計画していたものを、8店舗追加で前倒しして

閉店したことと、当初計画になかった店舗改装を 13 店舗行ったことにより、店舗の販売効率化は

進んでいるものの、前倒しした閉店及び改装等の事業再構築に伴って売上原価及び経費等が大幅

に増加し、また、売上高の減少等によって売上総利益が減少したことにより計画を下回りました。 

 

以 上 


